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鷹留城跡は明応年間 (1■ 92ヽ
乗城され、永禄 9(1566)年 .こ i
までの間、長野氏の居城として責
城跡は南北約430 nl、 東百ri

内でも有数の大きさで■ また、モ
残つています。

り]を纂鑢喜鍾僻馬県指定i
15L紀後半から16世紀キ

=址で丸 75m四方のほぼ正
=二

:

囲んでいま丸
箕輪城主の長野氏に関係すこi
高崎市教育委員会が平成[三

して整備し、現在は一般公開ぎ:「

瘍慇贅轟瑾呈翼難繁基芝董
永禄 9(1566)年 に箕輪城は落=したといわれていま丸 江戸時代らi

した業盛を哀れんだ僧が遺体をt
たとされていま丸

0長 野良薫たの量 (高崎市指定史跡〉帳lllllf9り    ]
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‐‐‐‐‐ 三葺 通ヽ事 二主湊

③高崎城址(三の丸外囲の土唇と堀
(高崎市指定史跡 高性町5‐ 5ほ t‐

慶長 3(15981年、キ吾亘政 .ま

=―

つてt三
=|‐

二った壇 ,こ 寺たに

高崎城を築き、箕載域をうしました=し |´ し、三■ ,ま 在城 3三て注和山
(滋賀県)へ移り、その後、三 1・著百 1こ載主■r=i、

1・、マl言わ|]ま した_

元和 5(1619)年 に安妻重信i:5■ 6600百で ■、載し、安妻氏が3代
77年間にわたり城主を務め、高崎域を完或したとt‐ ゎマlて ―ます

現在では、乾櫓、東門、三の丸の堀と土塁がわずか :こ 音の面影を
とどめています。

it言垣では発掘調査によって、縄張が大きく,

1期―長野氏・武田氏時代 の頃

現本丸南東側と北西側に堀(1号堀 。2う

2期―北条氏時代 を中心 とした時期

本丸堀と呼ばれている本丸の南東側か

掘られ、2号堀が埋められ、新たに3号堰

3期―徳川氏時代を中心 とした時期

3号堀が埋められ、本丸と御前曲輪間らカ

以上のことから、現在見える縄張は、最後の徳
‐

f

長_F―i氏時代に比べて大きく造り替えられていることt

発掘調査の出土遺物の大部分|ま 土器になりまi
として主に宴会などで用いられた素焼き/79皿である

出土していま丸 さらに、かわらけの中に|ま北条氏
「

[

らもたらされた「手づくねかわらけ_が 6■ 含ま71ゴ

時代における」ヽ日原との関わりが想定さ′lます
=

その他、主に中国から載 フ、させlた 再
=署

えて=≡
県)で 発t々 lた 葛彗なと'Iま

、具ヽつ裁菫言
「

圭て 三

り、■でも、更‐三つ弐以言う城三で |ま 芦更て ま三

湯に≡,モ 三貢三亀ミ≡ i」

=三
してお「、三端載 I

とtiで きます_
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⑦長純寺の

長野業政公の像
〈高崎市指定重要文化財〉
(箕郷町富岡852)

長純寺は、長野氏の開基に

よる菩提寺で丸 高さ約35cm
の業政の木像は開基堂に安
置されていま丸

そ
こ

く

時

　

、
〓

≦

0東向八幡宮の石瞳
〈高崎市指定重要文化財,

(箕郷町西明屋4)

東向八幡宮は長野氏が、文明6

年 (1474)に 山城国 (京都府)石清
水八幡宮より勧請創建し、箕輸域

総鎮守として祀られたと伝わってい

ま丸 本殿北側に石瞳 (文明6年銘 )

がありますD

●旧下田邸書院及び庭園
群馬早モ定重要支セ彗

三塁町正三彗
~[11
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か
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ま
す
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主な出来事

享徳の舌Lで関東地方が戦国時代へ。

この頃、箕輪城築城。

箕輸の長野方業が総社城主長尾

顕景を攻める。この年までに箕輸

城は築城されている。

FTl東 管領上杉憲政、北条氏に攻め

られ、平井城 (藤 司市)を追われる。

1正 共間の戦い(織田信長、今川義元

を百tる .|

この頃から、武田信玄が西 L野 に

出兵する[

武コ1信 玄、箕埼城を落とす :

=三
モ言、コヨ平定=秀吉、月白に,

家康家巨中最高石高の 12万石で、

リト伊直政が箕輪城主に。

秀吉、北条氏を減ばし、天 ド統一.

直政、城を高崎に移し、箕輪城は

廃城に。秀吉死去 .
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